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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 3年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】相似比と面積比①：平行線と三角形 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，AD：AB＝2：5，DE // BCである。これについ

て，次の問いに答えなさい。 

(1) △ADEと△ABCの面積の比を求めなさい。 

(2) △ADE の面積が 24cm2のとき，△ABC の面積を求めな

さい。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 4：25 (2) 150cm2 

[解説] 

<Point>相似比 a：b → 面積比 a2：b2 

右図のように，相似比が 1：2である 2つの相似な三角形があるとする。 

小さい三角形の底辺を a，高さを hとすると， 

大きい三角形の底辺は 2a，高さは 2hになる。 

(小さい三角形の面積)＝
2
1
×(底辺)×(高さ)＝

2
1
×a×h＝

2
1

ah 

(大きい三角形の面積)＝
2
1
×(底辺)×(高さ)＝

2
1
×2a×2h＝

2
4

ah 

したがって，大きい三角形の面積は，小さい三角形の 4＝22倍となり， 

面積比は，12：22 となる。 

一般に，2つの相似な図形の相似比が a：bのとき，面積比は a2：b2 となる。 

 

(1) DE // BC なので△ADE∽△ABCで，相似比は 

AD：AB＝2：3 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△ADEの面積)：(△ABCの面積)＝22：52＝4：25 

(2) △ADEの面積が 24cm2なので，24：(△ABCの面積)＝4：25 

比の内項の積は外項の積に等しいので，(△ABCの面積)×4＝24×25 

よって，(△ABCの面積)＝24×25÷4＝150(cm2) 

http://www.fdtext.com/dat/
http://www.fdtext.com/dat/
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[問題](増補 10)(補充問題) 

 右図で，DE // BCで，AD：DB＝3：2のとき，次の問い

に答えなさい。 

(1) △ADEと△ABCの面積の比を求めなさい。 

(2) △ABC の面積が 50cm2のとき，台形 DBCE の面積を

求めなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 9：25 (2) 32cm2 

[解説] 

<Point>相似比 a：b → 面積比 a2：b2 

(1) DE // BC なので△ADE∽△ABCで， 

相似比は AD：AB＝3：(3＋2)＝3：5 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△ADEの面積)：(△ABCの面積)＝32：52＝9：25 

(2) (△ADEの面積)：(△ABCの面積)＝9：25 で，△ABCの面積が 50cm2なので， 

(△ADEの面積)：50＝9：25，よって，(△ADEの面積)＝18cm2 

(台形 DBCEの面積)＝(△ABCの面積)－(△ADEの面積)＝50－18＝32(cm2) 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 △ABCの辺 ABを 5：2 に分ける点 Dを通る平行線 DEを

ひく。△ABC の面積が 10cm2ならば，台形 DBCE の面積は

いくらか。 

[解答欄] 

 

[解答]
49
240

(cm2) 

[解説] 

<Point>相似比 a：b → 面積比 a2：b2 

AD：DB＝5：2なので， 

AD：AB＝5：(5＋2)＝5：7 
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したがって，△ADEと△ABCの相似比は 5：7で， 

面積比は 52：72＝25：49 

(△ABCの面積)＝10cm2なので，(△ADEの面積)＝
49
250

49
2510 =× (cm2) 

したがって，(台形 DBCEの面積)＝
49
240

49
250490

49
25010 =

−
=− (cm2) 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図において DF，EG，BCは互いに平行で， 

AD＝DE＝BEである。このとき，次の問いに答えよ。 

(1) △ADFと△AEGの面積比を求めよ。 

(2) △ABC の面積が 54cm2のとき，△ADF，台形 DEGF，

台形 EBCGの面積を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2)△ADF： 台形 DEGF： 

台形 EBCG： 

[解答](1) 1：4  (2)△ADF：6cm2 台形 DEGF：18cm2 台形 EBCG：30cm2 

[解説] 

<Point>相似比 a：b：c → 面積比 a2：b2：c2 

DF // EG // BCなので， 

△ADFと△AEGと△ABCは互いに相似で， 

相似比(長さの比)は 1：2：3である。 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

△ADFと△AEGと△ABCの面積比は， 

12：22：32＝1：4：9となる。 

△ABCの面積が 54cm2のとき， 

(△ADFの面積)＝54÷9＝6(cm2)， 

(△AEGの面積)＝6×4＝24(cm2)となる。 

したがって，(台形 DEGFの面積)＝24－6＝18(cm2)， 

(台形 EBCGの面積)＝54－24＝30(cm2)となる。 

 



 4

[問題](増補 10)(補充問題) 

右図のような△ABCにおいて，PQ // RS // BCであり，△APQ，

四角形 PRSQ，四角形 RBCSの面積がみな等しい。AP＝1のと

き，RBの長さを求めなさい。(巣鴨高) 

[解答欄] 

 

[解答] 23 −  
[解説] 

右図のように AR＝a，AB＝bとすると AP：AR：AB＝1：a：b 

PQ // RS // BCなので，△APQ，△ARS，△ABC

は互いに相似で，相似比は 1：a：b となる。 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

△APQ：△ARS：△ABC＝12：a2：b2 ･･･① 

ところで，△APQ，四角形 PRSQ，四角形 RBCS

の面積がみな等しいので，△APQ の面積を S と

すると， 

△ARS＝△APQ＋四角形 PRSQ＝S＋S＝2S 

△ABC＝△ARS＋四角形 RBCS＝2S＋S＝3S 

よって，△APQ：△ARS：△ABC＝S：2S：3S＝1：2：3･･･② 

①，②より，1：a2：b2＝1：2：3 よって，a2＝2，b2＝3 

a＞0，b＞0なので，a＝ 2 ，b＝ 3  ゆえに，RB＝b－a＝ 23 −  
 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，△ABCの辺 BA，CAの延長上に BC // DE

となるように，それぞれ点 D，Eをとる。AE＝4cm，AC＝8cm

であるとき，△ADEと△ABCの面積の比を求めよ。(栃木県) 

[解答欄] 

 
[解答]1：4 
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[解説] 

<Point>相似比 a：b→ 面積比 a2：b2 

BC // DEなので△ADE∽△ABCで， 

AEと ACは対応する辺なので， 

相似比は，AE：AC＝4：8＝1：2 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△ADEの面積)：(△ABCの面積)＝12：22＝1：4 
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【】相似比と面積比②：台形 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 ADと BCが平行である台形 ABCDの対角線の交点を O 

とする。AD＝4cm，BC＝6cm，△ODA＝4cm2のとき， 

(1) △OBCの面積を求めよ。 

(2) 台形 ABCDの面積を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 9cm2  (2) 25cm2 

[解説] 

<Point> 

△ODA∽△OBC 相似比 2：3→面積比 22：32 

△ODAと△OBA 高さ共通，底辺比 2：3→面積比 2：3 

 

 

 

 

 

 

(1) AD // BCなので，△ODA∽△OBCで， 

相似比は，AD：BC＝4：6＝2：3 

したがって，面積比は，△ODA：△OBC＝ 22：32＝4：9 

△ODA＝4cm2なので，△OBC＝9cm2 

(2) △ODA と△OBA は，OD，OB を底辺とすると，高さは共通なので，面積比は底辺の

比と同じになる。よって，△ODA：△OBA＝2：3 

△ODA＝4cm2なので，4：△OBA＝2：3 

内項の積は外項の積に等しいので，△OBA×2＝4×3，△OBA＝4×3÷2＝6(cm2) 

△ODAと△ODCについても，同様に△ODA：△ODC＝2：3なので，△ODC＝6(cm2)と

なる。よって，(台形 ABCDの面積)＝△ODA＋△OBA＋△ODC＋△OBC 

＝4＋6＋6＋9＝25(cm2) 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

図のような AD // BCの台形 ABCDにおいて，対角

線 AC と BD の交点を E とする。DE：EB＝1：4 と

し，△AEDの面積を 5とするとき，台形 ABCDの面

積を求めなさい。(日本大豊山高) 

[解答欄] 

 

[解答]125 

[解説] 

<Point> △AED∽△CEB 相似比 1：4→面積比 12：42 

    △AEDと△ABE 高さ共通，底辺比 1：4→面積比 1：4 

 

 

 

 

 

AD // BCなので，△AED∽△CEBで， 

相似比は，ED：EB＝1：4 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△AEDの面積)：(△CEBの面積)＝12：42＝1：16 

(△AEDの面積)＝5なので，(△CEBの面積)＝5×16＝80･･･① 

次に，△AEDと△ABEの面積比を求める。 

2つの三角形の底辺をそれぞれ DE，BEとすると，高さは共通なので，面積比は底辺の比

と同じになる。 

したがって，(△AEDの面積)：(△ABEの面積)＝DE：BE＝1：4 

(△AEDの面積)＝5なので，(△ABEの面積)＝5×4＝20･･･② 

△AEDと△DCEについても，まったく同様に計算すると， 

(△DCEの面積)＝5×4＝20･･･③ 

①，②，③より，(台形 ABCDの面積)＝(△AEDの面積)＋(△CEBの面積)＋(△ABEの面

積)＋(△DCEの面積)＝5＋80＋20＋20＝125 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

 ADとBCが平行である台形ABCDの対角線の交点をOとす

る。△ADOの面積が 18cm2，△BCOの面積が 50cm2であると

き，台形 ABCDの面積は，△ADOの面積の何倍か。 

[解答欄] 

 

[解答]
64
9
倍 

[解説] 

<Point> △ADO∽△BCO 面積比 18：50＝9：25→相似比 25:9 ＝3：5 

    △ADOと△ABO 高さ共通，底辺比 3：5→面積比 3：5 

 

 

 

 

 

AD // BCなので，△ADO∽△BCO 

2つの三角形の面積比が 18：50＝9：25なので，相似比は， 25:9 ＝3：5 

よって，OD：OB＝3：5 

△ADOと△ABOで，OD，OBをそれぞれの三角形の底辺とすると高さは共通なので， 

面積比は底辺の比と等しくなる。 

よって，(△ADOの面積)：(△ABOの面積)＝3：5 

ゆえに，18：(△ABOの面積)＝3：5 

比の内項の積は外項の積に等しいので， 

(△ABOの面積)×3＝18×5，(△ABOの面積)＝18×5÷3＝30(cm2) 

△ADOと△DCOについても，まったく同様に計算すると，(△DCOの面積)＝30(cm2) 

よって，(台形 ABCDの面積)＝18＋50＋30＋30＝128(cm2) 

したがって，(台形 ABCDの面積)÷(△ADOの面積)＝128÷18＝
9
64

18
128

= (倍) 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，台形 ABCDは AD//BC，AD＝4cm，BC＝8cm

であり，点 Oは対角線の交点である。△OABの面積が 7cm2

のとき，△OBCの面積を求めよ。 

(大分県) 

[解答欄] 

 

[解答]14cm2 

[解説] 

△OABと△OBCは，OA，OCを底辺とすると，高さは共通なので，面積比は底辺の比と

同じになる。よって，△OAB：△OBC＝OA：OC･･･① 

ところで，AD // BCなので，△ODA∽△OBCで，相似比は，AD：BC＝4：8＝1：2とな

る。したがって，OA：OC＝1：2となる。･･･② 

①，②より，△OAB：△OBC＝1：2 

△OABの面積は 7cm2なので， 

7：△OBC＝1：2 

内項の積は外項の積に等しいので，△OBC×1＝7×2 

よって，△OBC＝14(cm2) 
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【】相似比と面積比③：平行四辺形 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図の平行四辺形において，AD を 3：2 に分ける点

を E とする。BE，CD を延長し，その交点を F とすると

き，次の問いに答えよ。 

(1) △ABEと△DFEの面積比を求めよ。 

(2) △DFEと台形 EBCDの面積比を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 9：4  (2) 4：21 

[解説] 

<Point> 

平行四辺形→相似な三角形の相似比→面積比 

最小の三角形の面積を Sとか 4Sとかおく 

 

 

 

 

 

(1) AB // DFなので，△ABE∽△DFEである。 

AEと DEは対応する辺なので，2つの三角形の相似比は， 

AE：DE＝3：2になる。 

したがって，面積比は，32：22＝9：4 になる。 

(2) ED // BCなので，△DFE∽△CFBである。 

EDと BCは対応する辺なので，2つの三角形の相似比は， 

ED：BC＝2：(2＋3)＝2：5 となる。 

したがって，面積比は 22：52＝4：25 となる。 

よって，△DFEの面積を 4Sとすると，△CFBの面積は 25Sで， 

台形 EBCDの面積は 25S－4S＝21Sとなる。 

したがって，△DFEと台形 EBCDの面積比は 4S：21S＝4：21 となる。 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右図において，四角形 ABCDは平行四辺形である。 

△AED：△PEC＝9：4のとき，平行四辺形 ABCDと台形 ABCE

の面積比を求めよ。(香川県) 

[解答欄] 

 

[解答]10：7 

[解説] 

AD // CPなので，△AED∽△PEC 

面積比が 9：4なので， 

相似比は 4:9 ＝3：2 

よって，DE：CE＝3：2 

AB＝CD＝DE＋CEなので， 

DE：CE：AB＝3：2：(3＋2)＝3：2：5 

ここで，△PECの面積を 4Sとおく。 

(Sとおいてもよいが，分数で計算が少し面倒になる) 

△AED：△PEC＝9：4なので，△AED＝9S 

EC // ABなので，△PEC∽△PAB 

相似比は EC：AB＝2：5なので，面積比は 22：52＝4：25 

(△PECの面積)＝4Sなので，(△PABの面積)＝25S 

よって，(台形 ABCEの面積)＝25S－4S＝21S 

(平行四辺形 ABCDの面積)＝(△AEDの面積)＋(台形 ABCEの面積)＝9S＋21S＝30S 

以上より，(平行四辺形 ABCDの面積)：(台形 ABCEの面積)＝30S：21S＝10：7 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図の平行四辺形 ABCDにおいて，Eは CDの中点で

ある。AEと BDの交点を Fとする。AB＝4cm， 

△FAB＝12cm2のとき，次の問いに答えよ。 

(1) △FEDの面積を求めよ。 

(2) △AFDの面積を求めよ。 

(3) 四角形 FBCEの面積を求めよ。 



 12

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 3cm2  (2) 6cm2  (3) 15cm2 

[解説] 

(1) Eは CDの中点なので，DC：DE＝2：1 

DC＝ABなので，AB：DE＝2：1 

よって，△FABと△FEDの相似比は 2：1で， 

面積比は 22：12＝4：1 である。 

△FAB＝12cm2なので，(△FEDの面積)＝12÷4＝3(cm2) 

(2) △ABFと△AFDは高さ(h)が共通なので， 

底辺の比(BF：FD)が面積比になる。 

△FABと△FEDの相似比は 2：1なので，BF：FD＝2：1 

したがって，(△ABFの面積)：(△AFDの面積)＝2：1 

△FAB＝12cm2なので，(△AFDの面積)＝12÷2＝6(cm2) 

(3) (△ABDの面積)＝(△ABFの面積)＋(△AFDの面積)＝12＋6＝18(cm2) 

四角形 ABCDは平行四辺形なので， 

(△CBDの面積)＝(△ABDの面積)＝18(cm2) 

よって，(四角形 FBCEの面積)＝(△CBDの面積)－(△FEDの面積)＝18－3＝15(cm2) 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

図で，四角形 ABCDは平行四辺形で，E，Fはそれぞ

れ辺 AB，ADの中点である。BDと CEの交点を G，BD

とCFの交点をHとするとき，四角形EGHFの面積は，

△ABDの面積の何倍か。 

(愛知県) 

[解答欄] 

 

[解答]
12
5
倍 
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[解説] 

△ABC で O は AC の中点，E は AB の中点なので，G

は△ABCの重心になる。 

したがって，BG：GO＝2：1 

同様にして，DH：HO＝2：1 

さらに，BO＝DOなので，BG＝GH＝HDとなる。 

△CBG，△CGH，△CHDの底辺をそれぞれ BG，GH，

HDとすると，高さは共通になるので，この 3つの三角

形の面積は等しくなる。 

△CGHの面積を Sとすると，△CBDの面積は，S＋S＋S＝3Sとなる。 

よって，(△ABDの面積)＝(△CBDの面積)＝3S･･･① 

次に，四角形 EGHFの面積を Sで表す。 

E，Fはそれぞれ AB，ADの中点なので，中点連結定理より EF // BD 

GH // EFとなるので，△CGHと△CEFは相似になる。 

Gは△ABCの重心なので，CG：GE＝2：1 よって，CG：CE＝2：(2＋1)＝2：3 

したがって，△CGHと△CEFの相似比は 2：3で，面積比は 22：32＝4：9 

よって，(△CGHの面積)：(△CEFの面積)＝4：9 

ゆえに，S：(△CEFの面積)＝4：9 

比の内項の積は外項の積に等しいので，(△CEFの面積)×4＝S×9 

(△CEFの面積)＝S×9÷4＝
4
9

S 

よって，(四角形 EGHFの面積)＝(△CEFの面積)－(△CGHの面積)＝
4
9

S－S＝
4
5

S･･･② 

①，②より，(四角形 EGHFの面積)÷(△ABDの面積)＝
4
5

S ÷3S＝
3
1

4
5
× ＝

12
5

(倍) 
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【】相似比と面積比③：いろいろな三角形 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図において，△ABCと△HBAと△HACの面積

比を求めなさい。 

[解答欄] 

 

[解答]25：9：16 

[解説] 

<Point> 等しい角の印を記入すると相似な三角形の対応

関係がつかみやすい。 

∠Bを「●」，∠Cを「×」と表すと， 

●と×の和は 90° 

△HBAで，∠B＋∠BAH＝180°－90°＝90°なので， 

∠BAHは「×」と表すことができる。 

同様に，△HAC で，∠CAH は「●」とあらわすことが

できる。 

角の印をつけた図をみれば明らかなように，△ABCと△HBAと△HACは対応する角がそ

れぞれ等しくなるので相似であることがわかる。 

△ABCと△HBAと△HACの斜辺 BC，AB，ACに注目すると，相似比は 

BC：AB：AC＝5：3：4 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△ABCの面積)：(△HBAの面積)：(△HACの面積)＝52：32：42＝25：9：16 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図の△ABC で，∠BCD＝∠CAD のとき，△ADC と△DBC

の面積比を，最も簡単な整数の比で答えなさい。 

(駿台甲府高) 

[解答欄] 

 

[解答]39：25 
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[解説] 

右図のように等しい角の印を記入すると相似な三角形の対応関係

がつかみやすい。 

△ABCと△CBDにおいて， 

∠Bは共通で，仮定より∠CAB＝∠BCDなので， 

2組の角がそれぞれ等しくなり，△ABC∽△CBD 

右図からわかるように，BAと BCは対応する辺なので， 

△ABCと△CBDの相似比は，BA：BC＝8：5 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△ABCの面積)：(△CBDの面積)＝82：52＝64：25 

(△ADCの面積)＝(△ABCの面積)－(△CBDの面積)なので， 

(△ADCの面積)：(△CBDの面積)＝(64－25)：25＝39：25 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，1辺 6cmの正三角形 ABCと 1辺 2cmの正

三角形 CDEがある。ただし，頂点 Dは辺 BC上にある。このと

き，次の問いに答えなさい。(京都府改) 

(1) 頂点 A，E を結ぶ線分と辺 BC との交点を F とするとき，

DF：FCを最も簡単な整数の比で表しなさい。 

(2) △ABCの面積は，△DEFの面積の何倍であるか答えなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 1：3 (2) 36倍 

[解説] 

(1) △ABC，△CDEは正三角形なので， 

∠ACB＝∠CDE＝60°で錯角が等しいので，AC // DE 

よって，DF：FC＝DE：AC＝2：6＝1：3 

(2) <Point>最小の部分の面積を Sとおく 

△DEFの面積を Sとする。 

△DEFと△CEFで，それぞれの底辺を DF，FCとすると， 
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高さは共通になるので，面積の比は底辺の比 DF：FC＝1：3と等しくなる。 

よって，(△CEFの面積)＝3S となる。 

したがって，(△CDEの面積)＝S＋3S＝4S 

次に，△CDEと△ABCの面積を比較する。 

2つの三角形は正三角形なので相似である。相似比は DE：AC＝2：6＝1：3 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△CDEの面積)：(△ABCの面積)＝12：32＝1：9 

(△CDEの面積)＝4Sなので，(△ABCの面積)＝4S×9＝36S 

よって，(△ABCの面積)÷(△DEFの面積)＝36S÷S＝36(倍) 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，△ABC∽△PQRであり，点 Qは辺 BCの中点

で，点 Rは辺 BCの延長上にある。また，点 Dは辺 ACと

辺 PQ との交点である。PQ＝2AB のとき，四角形 DCRP

の面積は，四角形 ABQDの面積の何倍か。 

(香川県) 

[解答欄] 

 

[解答]5倍 

[解説] 

<Point>最小の部分の面積を Sとおく 

△DQCの面積を Sとして，残りの部分の面積を Sで表す

ことを考える。まず，四角形 ABQDについて考える。 

△ABC∽△PQRなのでAB // DQとなり，△CDQ∽△CAB 

Qが CBの中点なので相似比は CQ：CB＝1：2 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△CDQの面積)：(△CABの面積)＝12：22＝1：4 

(△CDQの面積)＝Sなので，(△CABの面積)＝4S 

よって，(四角形 ABQDの面積)＝4S－S＝3S･･･① 
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次に，四角形 DCRPについて考える。 

△ABC∽△PQRなので DC // PRとなり，△QCD∽△QRP 

DQ：AB＝1：2，AB：PQ＝1：2なので，DQ：PQ＝1：4 

よって，△QCDと△QRPの相似比は 1：4 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△QCDの面積)：(△QRPの面積)＝12：42＝1：16 

(△QCDの面積)＝Sなので，(△QRPの面積)＝16S 

よって，(四角形 DCRPの面積)＝(△QRPの面積)－(△QCDの面積)＝16S－S＝15S･･･② 

①，②より，(四角形 DCRPの面積)÷(四角形 ABQDの面積)＝15S÷3S＝5(倍) 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，正三角形ABCの辺BC上に点Dをとり，

ADを 1辺とする正三角形 ADEをつくり，ACと DEの交

点を Fとする。BD：DC＝1：2のとき，△DCFの面積は 

△ABCの面積の何倍か。(和歌山県) 

[解答欄] 

 

[解答]
27
4
倍 

[解説] 

△ABDと△DCFについて調べてみる。 

まず，等しい角を図の中に記入する。 

60°を[●]で表すと，△ABC，△ADEが正三角形なので，

右図のように 3つの角を[●]で表す。 

次に，∠CDFを[×]，∠ADBを[○]と表す。 

∠CDF＋∠ADE＋∠ADB＝180°なので， 

[×]＋[●]＋[○]＝180° 

ところで，△ABDで，∠BAD＋[●]＋[○]＝180°なので，∠BAD＝[×] となる。 

よって，△ABDと△DCFは 2組の角がそれぞれ等しい([×]と[●])ので相似になる。 

AB＝BC＝BD＋DCなので，AB：DC＝(1＋2)：2＝3：2 
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ABと DCは対応する辺なので，△ABDと△DCFの相似比は 3：2 

面積比は相似比の 2乗になるので， 

(△ABDの面積)：(△DCFの面積)＝32：22＝9：4 

したがって，(△DCFの面積)＝4Sとすると，(△ABDの面積)＝9S 

次に，△ABDと△ABCの面積比を求める。 

BD，BC をそれぞれの三角形の底辺とすると，高さは共通なので，底辺の長さの比と面積

比は等しくなる。 

よって，(△ABDの面積)：(△ABCの面積)＝BD：BC＝1：(1＋2)＝1：3 

(△ABDの面積)＝9S なので，(△ABCの面積)＝9S×3＝27S 

したがって，(△DCFの面積)÷(△ABCの面積)＝4S÷27S＝
27
4

27
4

=
S
S

(倍) 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図で，△ABC は AB＝AC の二等辺三角形で，AB＝14cm，

BC＝11cm である。また，点 D，E はそれぞれ辺 BC，AB 上にあ

り，∠ADE＝∠ACDである。次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(干葉県) 

(1) △DEB∽△ADCであることを証明しなさい。 

(2) △ADCの面積と△DEBの面積の比が 4：1であるとき，△ABC

の面積は△AEDの面積の何倍か求めなさい。 

[解答欄] 

(1) 

 

 

 

 

 

 

(2) 
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[解答] 

(1) △DEBと△ADCにおいて， 

△ABCは AB＝ACの二等辺三角形なので， 

∠DBE＝∠ACD･･･① 

∠DBE＝∠ACD＝aとおくと，仮定より∠ADE＝∠ACD＝a 

∠ADC＋∠ADE＋∠BDE＝180° 

∠ADC＋a＋∠BDE＝180°･･･② 

△ADCで，三角形の内角の和は 180°なので， 

∠ADC＋∠ACD＋∠CAD＝180° 

∠ADC＋a＋∠CAD＝180°･･･③ 

②，③より，∠BDE＝∠CAD･･･④ 

①，④より，2組の角がそれぞれ等しいので， 

△DEB∽△ADC 

(2) 
6
11
倍 

[解説] 

(2) △ADCと△DEBの面積比が 4：1であるので， 

(△DEBの面積)＝Sとおくと，(△ADCの面積)＝4S 

面積比は相似比の 2乗なので， 

△ADCと△DEBの相似比は， 1:4 ＝2：1となる。 

したがって，△ADCと△DEBの対応する辺の比は 2：1なので， 

AC：DB＝2：1 

AC＝14cmなので，DB＝14÷2＝7(cm) 

△ADC と△ABC の底辺をそれぞれ，CD，CB とすると，高さは共通なので，面積比は底

辺の長さの比と等しくなる。 

したがって，(△ADCの面積)：(△ABCの面積)＝CD：CB＝(11－7)：11＝4：11 

(△ADCの面積)＝4Sなので，(△ABCの面積)＝11S 

(△AEDの面積)＝(△ABCの面積)－(△DEBの面積)－(△ADCの面積)＝11S－S－4S＝6S 

よって，(△ABCの面積)÷(△AEDの面積)＝11S÷6S＝
6
11

6
11

=
S
S

(倍) 
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【】底面積比 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図の三角柱 ABC－DEFの体積は 64cm３である。AB，AC，

DE，DFの中点をそれぞれ G，H，I，Jとする。G，H，I，Jを

通る平面でこの三角柱を切ったときにできる四角柱 GBCH－

IEFJの体積を求めよ。 

[解答欄] 

 
[解答]48cm3 

[解説] 

三角柱 ABC－DEF と三角柱 AGH－DIJの高さは同じなので，2つの三角柱の体積比は底

面積の比と等しくなる。 

Iは DEの中点で，Jは DFの中点なので，中点連結定理より，IJ // EF，IJ ＝
2
1

EFとな

る。したがって，△DIJと△DEFは相似で，相似比は 1：2になる。 

相似比が 1：2なので，面積比は 12：22＝1：4になる。 

よって，2つの三角柱の体積比は 1：4となる。 

三角柱 ABC－DEFの体積は 64cm3なので，三角柱 AGH－DIJの体積は，64÷4＝16(cm3)

となる。 

よって，四角柱 GBCH－IEFJの体積は 64－16＝48(cm3)になる。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

点 A，B，C，D，E，Fを項点とする三角柱がある。図のよう

に，辺 ABを 3等分する点を，それぞれ，P，Qとし，点 P，Q

を通って，側面 BEFCに平行な面で切って，3つの角柱ア，イ，

ウをつくる。このとき，角柱アの体積と角柱ウの体積の比を求

めよ。(佐賀県) 

[解答欄] 

 
[解答]1：5 
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[解説] 

アの三角柱，ア＋イの三角柱，ア＋イ＋ウの三角柱の底面の三角形は，それぞれ相似で，

相似比は 1：2：3である。したがって，底面積の比は 12：22：32＝1：4：9になる。 

3つの三角柱の高さは同じであるので，体積比も 1：4：9になる。 

(アの三角柱の体積)：(ア＋イの三角柱の体積) ：(ア＋イ＋ウの三角柱の体積)＝1：4：9な

ので，(アの体積)：(イの体積)：(ウの体積)＝1：(4－1)：(9－4)＝1：3：5 になる。 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図は体積が 60cm3の三角柱である。辺 DE，DF の中点

をそれぞれP，Qとするとき，三角すいADPQの体積を求めよ。

(長野県) 

[解答欄] 

 

[解答]5cm3 

[解説] 

△DPQの面積を Scm2，高さ ADを hcmとすると， 

(三角すい ADPQの体積)＝
3
1

Sh(cm3) 

Pは DEの中点，Qは DFの中点なので，中点連結定理より， 

PQ // EF，PQ＝
2
1

EF 

よって，△DPQと△DEFは相似で，相似比は 1：2となる。 

したがって，面積比は 12：22＝1：4となる。 

よって，(△DEFの面積)＝4S(cm3) 

ゆえに，(三角柱の体積)＝4Sh(cm3) 

(三角すい ADPQの体積)：(三角柱の体積)＝
3
1

Sh：4Sh＝1：12 

(三角柱の体積)＝60(cm3)なので， 

(三角すい ADPQの体積)＝60÷12＝5(cm3) 
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【】相似比と体積比①：円すい角すい 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のような正四面体 ABCDで，辺 AB上の点 Eを通 

り，底面 BCDに平行な平面が，AC，ADと交わる点を，そ 

れぞれ F，Gとする。AB＝12cm，AE：EB＝2：1 のとき， 

(1) EFの長さを求めよ。 

(2) 正四面体 AEFGの体積と正四面体 ABCDの体積の比を求 

めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 8cm  (2) 8：27 

[解説] 

<Point> 相似比 a：b→体積比 a3：b3 

右図のように，2つの相似な三角すいがあり， 

相似比は 1：2であるとする。 

小さい三角すいの底面の三角形の底辺を a，高さ

を b とすると，大きい三角すいの底面の三角形

の底辺は 2a，高さは 2bとなる。 

また，小さい三角すいの頂点から底面におろし

た高さを hとすると，大きい三角すいの高さは 2hになる。 

(小さい三角すいの体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ)＝

3
1
×(

2
1
×a×b)×h＝

6
1

abh 

(大きい三角すいの体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ)＝

3
1
×(

2
1
×2a×2b)×2h＝

6
8

abh 

すなわち，大きい三角すいの体積は，小さい三角すいの 23＝8(倍)になり， 

体積比は，13：23となる。 

一般に，2つの相似な立体があり，相似比が a：b なら，体積比は a3：b3となる。 

 

(1) EF // BCなので，EF：BC＝AE：AB･･･① 

立体 ABCDは正四面体なので，BC＝AB＝12cm 

AE：EB＝2：1なので，AE：AB＝2：(2＋1)＝2：3 
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①より，EF：12＝2：3 

比の外項の積は内項の積に等しいので， 

EF×3＝12×2，EF＝12×2÷3＝8(cm) 

(2)正四面体 AEFGと正四面体 ABCDは相似で， 

相似比は AE：AB＝2：3 

よって，体積比は，23：33＝8：27 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

次の図のような四角すい O－ABCDがある。底面 ABCDは 

長方形で，切り口 EFGHは底面に平行である。AB＝8cm， 

BC＝6cm，高さ 15cm，EF＝2cmである。 

(1) 四角すい O－ABCDと O－EFGHの体積比を求めよ。 

(2) 切り取った残りの四角すい台の体積を求めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 64：1  (2) 
945
4

cm3 

[解説] 

<Point> 相似比 a：b→体積比 a3：b3 

(1) 2つの四角すいは相似で， 

相似比は AB：EF＝8：2＝4：1 

したがって，体積比は 43：13＝64：1 

(2) (四角すいO－ABCDの体積)＝
3
1
×AB×BC×(高さ)

＝
3
1
×8×6×15＝240(cm3) 

(四角すい O－ABCDの体積)＝(四角すい O－ABCDの体積)×
64
1
＝

4
15

64
1240 =× (cm3) 

よって，(四角すい台の体積)＝
4

945
4

15960
4

15240 =
−

=− (cm3) 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

 直角三角形 ABC，ADE を lを軸として回転し，立体を作る。このと
き，△ABCを回転してできる立体と，台形 BDECを回転してできる立

体の体積比を求めよ。ただし，AC＝CEである。 

[解答欄] 

 

[解答]1：7 

[解説] 

<Point> 相似比 a：b→体積比 a3：b3 

直角三角形 ABC，ADEを lを軸として回転したできる 2つの円すいは相似で，相似比は 

AC：AE＝1：2である。したがって，体積比は，13：23＝1：8である。 

台形BDECを回転してできる円すい台は大きい円すいから小さい円すいをひいたものなの

で，(小さい円すいの体積)：(円すい台の体積)＝1：(8－1)＝1：7 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図のような，高さが 60cmの円すいの容器に，底面から 30cmの高

さまで水を入れた。入れた水の量は，この円すいの容積の何分のいくつ

か。 

[解答欄] 

 

[解答]
7
8

 

[解説] 

2つの円すい P，Qは相似である。Pの円すいの高さは 30cmで，Qの

円すいの高さは 60cmなので，相似比は 30：60＝1：2になる。 

したがって，体積比は 13：23＝1：8 

よって，Qから Pを除いた円すい台の部分の体積の割合は 8－1＝7なの

で，円すい Qの 7÷8＝
8
7

(倍)になる。 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

 次のような，底面の半径が 15cm，高さが 30cm の円すいの容器があ

る。この容器に 20cmの高さまで水を入れたとき，この水の体積は，容

器の容積の何分のいくつか。 

[解答欄] 

 

[解答]
8
27

 

[解説] 

2つの円すい P，Qは相似である。Pの円すいの高さは 20cmで，Qの

円すいの高さは 30cmなので，相似比は 20：30＝2：3になる。 

したがって，体積比は 23：33＝8：27 

よって，(Pの体積)÷(Qの体積)＝8÷27＝
27
8

 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 次の図のような円すい形の容器に，200cm3の水を入れたら深さが 4cm

になった。さらに水を入れて，深さを 2 倍にしたい。何 cm3の水を入れ

ればよいか。 

[解答欄] 

 
[解答]1400cm3 

[解説] 

2つの円すい P，Qは相似である。Qの円すいの高さは Pの円すい

の高さの 2倍なので，相似比は 1：2になる。 

したがって，体積比は 13：23＝1：8 になる。 

Pの部分の体積は 200cm3であるので， 

(Qの体積)＝200(cm3)×8＝1600(cm3) 

よって，加える水の量は，(Qの体積)－(Pの体積)＝1600－200＝1400(cm3) 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図の立体は，底面の半径 HAが 4cm，高さ OHが 10cmの円

すいを，OHの中点 Kを通り底面に平行な平面で切り，小さな円す

いを取り除いたものである。このとき，立体の体積はいくらか。 

(岡山県) 

[解答欄] 

 

[解答] π
3

140
cm3 

[解説] 

(もとの円すいの体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ)＝

3
1
×4×4×π×10＝

3
160π

(cm3) 

もとの円すいの高さは 10cm，切り取った円すいの高さは 5cmなので， 

2つの円すいの相似比は 2：1になる。したがって，体積比は 23：13＝8：1なので， 

(切り取った円すい)＝
3

20
8
1

3
160 ππ

=× (cm3) 

よって，(切り取った後の円すい台の体積)＝
3

140
3

20
3

160 πππ
=− (cm3) 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

 上底面の半径 3cm，下底面の半径 5cm，高さ 4cmの円すい台の

体積を求めよ。 

[解答欄] 

 

[解答]
3

196π
cm3 

[解説] 

この円すい台は右図のような円すいを切り取ってつくったもので

ある。まず，OAの長さを求める。 

△OAB∽△OCDなので，OA：OC＝AB：CD 

よって， x： ( )4+x ＝3：5 
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比の外項の積は内項の積に等しいので， 

( ) 6,122,1235,1235,345 ===−+=×+=× xxxxxxxx  

よって，(小さい方の円すいの体積)＝
3
1
×3×3×π×6＝18π(cm3) 

大きい円すいと小さい円すいの相似比は，CD：AB＝5：3 

したがって，体積比は 53：33＝125：27 

よって，(大きい方の円すいの体積)＝18π×
3

250
27

125 π
= (cm3) 

したがって，(円すい台の体積)＝(大きい方の円すいの体積)－(小さい方の円すいの体積) 

＝
3

196
3

5425018
3

250 πππππ
=

−
=− (cm3) 
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【】相似比と体積比②：立体の切断 

[問題](増補 10)(補充問題) 

図のように底面が AB＝6cm，BC＝8cm，∠ABC＝90°の

直角三角形で，高さが 4cmの三角柱がある。辺 DE，DFの

中点をそれぞれ P，Qとする。平面 PBCQで三角柱を切ると

き，Aを含む側の体積を求めよ。 

(新田高) 

[解答欄] 

 
[解答]56cm3 

[解説] 

<Point> AD，BP，CQの延長線→1点で交わる。 

右図のように，この三角柱を上方向にのばした図形を考える。 

同時に AD，BP，CQを延長すると，3直線は 1点 Oで交わる。 

DP // AB，DP：AB＝1：2なので， 

OD：OA＝1：2となる。 

したがって，OD＝DA＝4(cm)，OA＝4＋4＝8(cm) 

まず，三角すい O－ABCの体積を求める。 

(底面△ABCの面積)＝AB×BC÷2＝6×8÷2＝24(cm2) 

(O－ABCの体積)＝
3
1
×(底面△ABCの面積)×(高さ OA) 

＝
3
1
×24×8＝64(cm3) 

次に，三角すい O－DPQの体積を求める。 

三角すい O－DPQと三角すい O－ABCは相似で， 

相似比は OD：OA＝4：8＝1：2 

したがって，体積比は 13：23＝1：8 

よって，(O－DPQの体積)＝(O－ABCの体積)×
8
1
＝64×

8
1
＝8(cm3) 

よって，(O－ABCの体積)－(O－DPQの体積)＝64－8＝56(cm3) 
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[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように，1辺 4cmの立方体において，辺 BC，CD上

にそれぞれ中点 P，Qをとり，4 点 P，Q，H，Fを通る平面で

この直方体を切った。このとき，立体 PCQ－FGHの体積を求め

なさい。(長崎県) 

[解答欄] 

 

[解答]
3
56

cm3 

[解説] 

<Point> 右図のように，GC，FP，HQを延長して考える。 

OC：OG＝PC：FG＝2：4＝1：2 

よって，OC＝CG＝4cm，OG＝8cm 

(O－HFGの体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ) 

＝
3
1
×(4×4÷2)×8＝

3
64

(cm3) 

三角すい O－QPCと三角すい O－HFGは相似で， 

相似比は，PC：FG＝1：2なので，体積比は 13：23＝1：8 

よって，(O－QPCの体積)＝(O－HFGの体積)×
8
1
＝

3
8

8
1

3
64

=× (cm3) 

よって，(立体 PCQ－FGHの体積)＝(O－HFGの体積)－(O－QPCの体積) 

＝
3
56

3
8

3
64

=− (cm3) 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図は，AD＝AE＝8cm，AB＝12cmの直方体の容器 ABCD

－EFGH に水がいっぱい入っていたものを傾けて，水面が四角

形 APQHになるところまで水を流し出したものである。点 P，

Qがそれぞれ辺 BF，FGの中点であるとき，容器に残っている

水の体積を求めなさい。(高知県) 
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[解答欄] 

 

[解答]224cm3 

[解説] 

<Point> EF，AP，HQを延長して考える。 

OF：OE＝PF：AE＝4：8＝1：2 

よって，OF＝FE＝12cm，OE＝24cm 

三角すい O－AHEの底面を△AHEとすると， 

高さは OE＝24cm 

(底面積)＝HE×AE÷2＝8×8÷2＝32(cm2) 

(三角すい O－AHEの体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ)＝

3
1
×32×24＝256(cm3) 

三角すい O－PQFと三角すい O－AHEは相似で，相似比は PF：AE＝1：2なので， 

体積比は，13：23＝1：8 

よって，(三角すい O－PQFの体積)＝256×
8
1
＝32(cm3) 

ゆえに，(三角すい O－AHEの体積)－(三角すい O－PQFの体積)＝256－32＝224(cm3) 

 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図のように辺の長さが与えられた直方体 ABCD－EFGH

がある。いま，BI＝1，BJ＝2，FK＝2となるように辺 AB，BC，

EF上に点 I，J，Kをとり，3点 I，J，Kを通る平面と辺 FGと

の交点を Lとする。このとき，次の問いに答えよ。(郁文館高) 

(1) 線分 FLの長さを求めよ。 

(2) この直方体は，3 点 I，J，K を通る平面によって 2 つの立

体に分けられる。このとき，小さいほうの立体の体積を求

めよ。 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 4 (2) 14 
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[解説] 

(1) <Point> KI，FB，LJを延長して考える。 

IB // KF，IB：KF＝1：2なので，OB：OF＝1：2 

BJ // FLなので，BJ：FL＝OB：OF 

よって，2：FL＝1：2 ゆえに，FL＝2×2＝4 

(2) OF＝6×2＝12，(O－KFLの体積)＝
3
1
×(底面積)×(高さ) 

＝
3
1
×(

2
1
×KF×FL)×OF＝

6
1
×2×4×12＝16 

三角すい O－IBJと三角すい O－KFLは相似で，相似比は， 

IB：KF＝1：2なので，体積比は 13：23＝1：8 

よって，(O－IBJの体積)＝(O－KFLの体積)×
8
1
＝16×

8
1
＝2 

ゆえに，(O－KFLの体積)－(O－IBJの体積)＝16－2＝14 

 

[問題](増補 10)(補充問題) 

右の図の立体 ABCD－EFGHは，1辺の長さがa cmの立方体

である。点 Pは，辺 AD上の点で，AP：PD＝2：1とする。今，

3 点 F，C，P を通る平面でこの立方体を切った。2 つに分けら

れた立体のうち，項点 Bがある方の立体の体積を求めなさい。 

(山形県) 

[解答欄] 

 

[解答] 3

54
19 a cm3 

[解説] 

3点 F，C，Pを通る平面が AEHDの

面と交わってできる直線は CF と平

行になるので，右図の PQのようにな

る。したがって，この平面によって切

り取られ頂点 B をふくむ立体は，右



 32

図の APQ－BCFになる。 

CP，BA，FQを延長すると，3直線は 1点で交わる。 

AP：PD＝2：1，AD＝BCなので，AP：BC＝2：(2＋1)＝2：3 

したがって，OA：OB＝AP：BC＝2：3，OA：AB＝2：1 

AB＝a cmなので，OA＝ a2 cm，OB＝ a3 cm 

(O－BCFの体積)＝
3
1
×(底面積△BCF)×(高さ OB)＝

3
1
×

2
1
× a× a× a3 ＝ 3

2
1 a (cm3) 

三角すい O－APQと三角すい O－BCFは相似で，相似比は AP：BC＝2：3なので， 

体積比は 23：33＝8：27 

よって，(O－APQの体積)＝(O－BCFの体積)×
27
8
＝

27
8

2
1 3 ×a ＝

3

27
4 a (cm3) 

ゆえに，(O－BCFの体積)－(O－APQの体積)＝ 3333

54
8

54
27

27
4

2
1 aaaa −=−  

＝
3

54
19 a (cm3) 
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